




　外来窓口や入院されている方に対してお薬の説明を行ってい
ます。内服薬をはじめ、吸入薬や自己注射（インスリンなど）
の用法用量・副作用・デバイスの使用方法等、安心してお薬を
使用していただけるような説明を心がけています。
　またその際には体調変化や生活上のお困りごと、お薬の飲み
合わせなどについての相談も行っています。
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　院内では外来患者および入院患者の
お薬の調剤を行っています。調剤時に
は、医師より発行された処方箋を元に
薬の飲み合わせ・服用量・飲み方・服
用期間など充分にチェックを行い、お
薬を適正な形でご使用いただけるよう
に貢献しています。
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　抗癌剤は「レジメン」と呼ばれる薬
物の治療計画書に則り治療が行われま
す。癌腫や薬剤によってそれぞれ投与
量•投与間隔は異なりますので、薬剤
師は日々この「レジメン」を元に抗癌
剤治療が適正に進められているかの
チェックを行っています。
　治療当日は医師からの抗癌剤投与指
示を受けた後、再度、血液検査値や投
与量など充分に確認を行いながら調製作業を進めていきます。また抗癌剤は外部への漏洩を防ぐ
ためバイオハザード室内の安全キャビネットと呼ばれる陰圧に保たれた機器の中で調製を行なっ
ています。さらに調製者の曝露を防止するためにファシールと呼ばれる閉鎖式の薬剤移注システ
ムを用い、より安全に調製作業を行なっています。
　最後に、別の薬剤師が再度すべてのチェックを行い問題がなければ調製を完了し、治療を受け
る方の元へ届けられます。
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薬剤部薬剤部
薬剤師は医療現場において主に薬の専門知識を活かし、
その適正使用に携わっています。今回は病院内で薬剤師が
携わっている仕事の一部を紹介したいと思います。
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病院病院知っ得知っ得 唾液の働き唾液の働き

☆お口の清潔を保つ
唾液は食事をしていない時
も分泌されます。歯や舌の
表面に付いた食べかすや細
菌などを洗い流します。

　☆むし歯を防ぐ
お口に食べ物が入ると
お口の中は酸性に傾き
ます。その酸が歯の表
面を溶かしてむし歯に
なります。唾液は酸を
中和させてむし歯の予
防をしています。

☆食べ物を飲み込みやすくする
咬んで細かくなった食べ物
が唾液と混ざることでまと
まり、飲み込みやすくしま
す。

　☆細菌の繁殖を抑える
唾液には抗菌作用のある成
分含まれています。細菌の
繁殖を抑え感染を防ぎま
す。

☆お口の粘膜を保護する
お口の乾燥を防いだり、刺
激や擦れて傷がつくのを防
いでいます。

　☆消化を助ける
食べ物を唾液によりお口の
中で一部が消化されやすい
状態にします。

　☆発声•発音をしやすくする
お口が適度に潤っていると、お口
や舌が滑らかに動き、発声や発音
がしやすくなります。

お口の中に存在する唾液ですが、実はたくさんの役割があり、お口の中の健康を
保つために大切な働きをしています。
今回は【唾液の働き】を紹介していきたいと思います。
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唾液を増やすポイント唾液を増やすポイント
お口が乾いたと感じたら食べ物をよく咬んだり、舌を動かす、唾液腺マッサージなどで唾液が
出るように促すことも1つのポイントです。

唾液にはこのように
たくさんの働きがあります。

日頃からお口の状態に関心を持ち、
清潔にすることを心掛けて

いきましょう。

①耳下腺マッサージ

☆唾液腺マッサージの方法
唾液腺の場所

親指以外の指を耳の前
（上の奥歯あたり）に当
て、後ろから10回ほど円
を描くようにやさしく
マッサージします。

②顎下腺マッサージ
顎の骨の内側のやわらかい
部分に親指を当て、耳の下か
ら顎の先まで3～4か所を順
に押していきます。目安は
ゆっくりと5回ずつほど。 

③舌下腺マッサージ
両手の親指をそろえて顎の中心
あたりのやわらかい部分に当
て、10回ほど上方向にゆっくり
押し上げます。のどを押さない
ように注意しましょう。    
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